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祖母の思い出

　私の人生で最も幸運だったことは、祖母の孫

に生まれたことです。

　私の祖母はとても尊敬できる、優しくて強い

人でした。祖母は私に決して忘れることのでき

ない美しい思い出を残してくれました。

　私は1990年に貧しい田舎で生まれました。父

の仕事はお茶を売ることで、母の仕事は幼稚園

の先生です。当時、母の給料は13キロの米と 1

キロの塩だけでした。私が生まれた後、生活は

大変だったので、母は商売をするために仕事を

辞めなければなりませんでした。私が ５ 歳の

時、両親は遠方で仕事をしなければならなかっ

たので、祖母のお世話になることになりまし

た。祖母とは ５ 年間暮らすことになりました。

その間、祖母はたくさんの事を教えてくれまし

た。人に助けてもらった時は感謝をすること。

間違った事をした時は謝罪をすること。年長者

に挨拶をすること。年下の子供たちを認めるこ

と。困難な状況でも協力し、気遣いを忘れない

事を教えてくれました。

そして、毎晩寝る前に物語を話してくれ、歌を

教えてくれました。休みの日はよく祖母につい

て行って野菜を植えたり、市場へ買物に行った

りしました。子供のころの私はよく病気になっ

たので面倒を見ることは大変だったと思います。

　私は幼いころ、自分の気持ちを表に出さず

ちょっと頑固なところもあったので、祖母が大

好きだったけど、その気持ちを伝えたことはあ

りませんでした。

　ある時、私が外出をして帰りが遅くなり、祖

母の教えを守らず連絡も入れなかったことがあ

ります。その時初めて祖母に怒鳴られました。

私は頑固だったので、祖母に謝りませんでし

た。後になって分かりましたが、あんなに怒っ

ていたのは私のことを本気で心配していたから

でした。

　10歳の時、両親と一緒に住むことになった

為、祖母に会う頻度は減りました。

　祖母を訪れるたびに、物語を話してくれまし

た。祖母が語った物語は子供のころによく聞い

たおとぎ話ではなく、祖母の日常話でした。

　時間を忘れるほど夢中になって聞いていまし

た。

　その後私が大人になってからは、祖母に会い

に行く時間が無くなり、時折電話で話すのみと

なりました。ある日突然祖母が末期の胃がんを

患っていると聞き、とても心が痛みました。す

ぐに会いに行き、祖母を抱きしめて泣きまし

た。祖母は ６ か月の治療後に亡くなりました。

その時は大泣きし、あまり祖母の介護に時間を

割けなかったことを後悔しました。

　今、私は後悔のない人生を送れるような毎日

を過ごしています。

　祖母から教えてもらった沢山のことを守る為

に。
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